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岡崎市援農ボランティア事業実施要領（受入農家用）
―　「地域の農業を地域で守る」援農ボランティアの受入農家を募集しています―

１　事業目的

　　　岡崎市援農ボランティア事業は高齢化等により労力不足に悩んでいる農業者のもとで、自然に触れ合いながら農業のサポートを行いたい市民等がボランティアとして農作業のお手伝いを行うというものです。この事業を通じて、担い手不足から生じる未利用農地の発生を防ぐとともに、将来にわたり市民に新鮮で安全で安心な農産物の供給を図り、また、農業を通して自然環境を守ること等を目的としています。
２　事業年度
　　本事業における事業年度は４月から翌年３月までとする。
· ボランティア受入農家として登録後、次年度も継続して事業への参加を希望する場合は、次年
度中の事業に参加する日までに定められた様式により受入農家として登録を受けてください。
３　ボランティアの作業時間
　　　午前８時～午後５時頃の間

　※　詳細な時間については、受入農家とボランティア登録者間で決定をしていただきます。
　　　例：午前、午後のみ等。

　※　ボランティアによって作業可能日数・曜日・時間等が異なることをご承知ください。　
４　作業場所

　　岡崎市内にある農場等

　※　急傾斜地や大型機械のある場所は、事故防止のため、避けてください。

５　対象農家
　　市内に10a以上の農地があり、農業を営んでいる方

６　ボランティアに依頼する作業
○土づくり　　 ○種まき　   ○植付け　  ○施肥　  ○草取り　  ○収穫 
  ○出荷準備　 　○販売補助　 ○その他
※　作業内容の詳細は、受入農家とボランティア登録者間で決定をしていただきます。
７　ボランティアを受入れる際の注意事項

1  報酬

　　　ボランティアには労働の対価として、いかなる場合も金銭の支給をしないこととしていますので、ご注意ください。
　⑵　作業道具

　　　農作業に必要となる農機具（鋏、籠、鎌等）については、原則受入農家で用意してください。

　⑶　作業指導

ボランティアは農作業未経験者の方もいます。優しく、丁寧な指導をお願いします。
　⑷　服装

　　　作業実施前にボランティアと連絡を行い、当日の服装について事前に確認をお願いします。

　⑸　保険

　　　本事業に係るボランティアの農作業は、市で加入する「市民活動総合補償保険」の対象となります。ただし、労働の対価として報酬を渡す場合は、有償のボランティア活動となり、保険の対象から外れてしまうので、ご注意ください。

　⑹　事故防止
　　　作業中の事故防止のため、危険と思われる場所での作業及び危険と思われる作業は行わせないようにしてください。

　　※　例）農業車両の運転等

　⑺　事故や怪我をした場合

　　　万が一ボランティアが事故や怪我をした場合は、至急病院等で治療を受けさせてください。また、保険の手続き等の関係上、ボランティアから市農務課へ速やかに連絡をしてください。　

８　申込みからボランティア作業までの流れ　

　











①受入農家の登録のため、「援農ボランティア受入農家申込書」（様式第３号）に必要事項を記載して、市農務課またはJAあいち三河へ提出してください。

　②市農務課は、援農ボランティア受入農家として登録をします。　
③農務課ホームページ内への掲載等により、ボランティア登録をした皆さんへ、受入希望農家の状況をお知らせします。
④ボランティアが希望する受入農家を見つけた際は、ボランティアは市農務課へ連絡を行います。
⑤市農務課は希望する受入農家にボランティアへ連絡先を伝える旨の確認を取ります。
⑥確認が取れ次第、ボランティアへ連絡先をお伝えし、ボランティアは受入農家へ連絡します。
　⑦受入農家はボランティアへ作業内容の詳細等を確認し、マッチングを行ってください。
　⑧マッチングがうまくいった場合は、受入農家から市農務課へその旨の連絡をお願いします。
　⑨初回の活動日等は、作業現場で市農務課又はJAあいち三河が立会うことがあります。
⑩事故等に注意して、援農ボランティアを実施してください。

　⑪ボランティア実施後、30日以内に「ボランティア受入実績報告書」（様式第６号）を市農務課へ
提出してください。
⑫次年度も継続して事業への参加を希望する場合は、次年度中の事業に参加する日までに定められた様式により受入農家として登録を受けてください。

９　個人情報の取扱い
　　「援農ボランティア受入農家申込書」（第３号様式）等に記載された個人情報（住所、氏名、電話番号、生年月日等）については、当事業の目的以外には使用しないものとし、情報の漏えいに配慮します。
　　また、記載された個人情報の一部は、事業に必要な情報として、受入農家や指導にあたる関係機関等（県普及課、農協等）の職員に提供する場合がありますので、ご了承ください。
　　

10　その他
　　 農産物のうち、岡崎市内で栽培規模の大きい品目であるぶどう、いちご及びなすについては、指定された生産者団体と協力して事業を実施し、適宜、各品目の農繁期に市政だよりへボランティア募集の記事の掲載、報道発表等を活用してボランティアを多数集めます。
なお、上記品目を栽培しているが上記団体に属していない生産者、また、その他の農産物を栽培している生産者については、個別に募集を行い対応します。
11　問合せ・申込書提出先
岡崎市経済振興部農務課　援農ボランティア係

〒444-8601　岡崎市十王町二丁目９番地　☎(0564)46-4490  Fax (0564)46-4465
⑨市又はJA立会い　⑩援農作業
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